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はじめに  

 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）という思いをこ

めて、社会的養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集い、相互のネットワーク

の構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意見を交わすことを目的に、毎年開催

してきた FLECフォーラムも、今回で第７回となりました。 

我が国の社会的養護は、今、大きな転換期を迎えつつあります。令和５年４月にはこども家庭

庁が発足し、社会的養護を含めたこども関係の政策が一元化されました。そして、令和６年４月

には、改正児童福祉法が施行され、「パーマネンシー保障」が大きく打ち出されました。これは、

狭義の特別養子縁組等にとどまらず、地域のこどもや子育て家庭に対する家族維持支援・家族再

統合の支援を含むものです。 

さらに、令和６年度は社会的養育推進計画の見直しの年でもあり、各自治体が同計画の見直し

を関係者、当事者とともに議論してきました。また、FLEC フォーラムでも再三議論されてきた人

材の育成確保と財源の問題は、こども家庭庁にとって最大の課題の一つとされています。 

こうした重要な政策課題を、実際のこどもたちの養育現場で推進していくためには、里親、フ

ァミリーホーム、施設、児童相談所、養子縁組あっせん機関、フォスタリング機関、行政、学会、

メディアなど、多様な関係者が共通認識の下、密接に連携していく必要があります。加えて、障

害児施策や子育て支援、母子保健、学校教育との横断的な連携も求められます。FLEC フォーラム

は、こうした議論を率直に行うためのプラットフォームとして、2019 年より毎年開催してきまし

た。 

第７回となる今回は、「パーマネンシーを踏まえた家庭養護の推進」をメインシンポジウムの

テーマとしつつ、その理念や制度整備の課題の議論、各自治体が見直した社会的養育推進計画の

具体的な実践事例の共有を行いました。 

また、プレセッションでは、「あらためて、こども家庭センターはなぜ必要か」や「パーマネ

ンシーを保障する母子生活支援施設の実践と可能性」、分科会においては、「家庭支援事業なく

してサポートプランなし」「子どもの出自を知る権利」「乳幼児総合支援センター実現への道」

「里親養育の質の向上を目指した里親リクルート」、特別シンポジウムにおいては、「自立支援

の新たな風～支援対象の拡大に向けて～」を取り上げて、改正児童福祉法の施行の課題や推進方

策を検討するとともに、今後の制度改正を見据えたテーマや、これまで深く議論されてこなかっ

た課題についても先駆的に取り上げ、率直な議論が交わされました。 



 

 

 

さらに、昨年度から引き続き実施した基礎セッションでは、「子どもの意見を聴くとはどうい

うことか」「What’s 児家セン!?」といったテーマを取り上げました。 

クロージングシンポジウムでは「インクルーシブ保育」をテーマに、保育・教育分野と社会的

養護の協働のあり方について、国内外の動向も踏まえた実践的な議論を深めました。 

加えて、講演録画・鼎談では「故・村瀬嘉代子先生を偲んで～社会的養護における子どもの養

育を考える～」と題して、この FLECフォーラムを主催する「全国家庭養護推進ネットワーク」の

設立発起人の一人でもあられた故人の功績を振り返りながら、子どもの養育について議論したほ

か、「FLEC映画祭」では、「誰も知らない」「REAL VOICE」といった作品を通じて、子どもの

声に耳を傾け、社会的養護に対する理解と共感を深める試みもなされました。 

このように開催した今回のフォーラムには、500 名以上の方に参加いただき、レセプションに

も多くの方にお越しいただきました。「家庭養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係

者が集い、相互のネットワークの構築・強化を図る」ことを目的とする FLECフォーラムらしさを

感じることができたフォーラムになったと思います。 

関わってくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。 

私たちは、現場の状況や制度改正の動向を踏まえ、その対応や課題などを念頭に置いて活動し、

さらに皆様とのネットワークを構築しながら、全ての子どもに家庭での生活を、という目標の達

成に向けて歩みを続け、その役割を果たしてまいりたいと考えています。 

このネットワークとフォーラムが、わが国のすべての子どもたちの未来を切り拓く一助となる

ことを切に願っております。 

 
令和７年３月 31日 

全国家庭養護推進ネットワーク 
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開催趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FLECフォーラムとは 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）という思
いをこめて、家庭養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集い、相互のネ
ットワークの構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意見を交わすことを
目的に、FLECフォーラムを開催します。 

全国家庭養護推進ネットワークとは 

家庭養護とその関連分野の関係者相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、
実効性のある施策について、志ある方々が、それぞれの主体間の垣根や主義主張の相違
を超え、横断的に交流、討議するプラットフォームとして設立いたします。 

今回（第７回）の主なトピック 

＜プレセッション＞ 
あらためて、こども家庭センターはなぜ必要か 
パーマネンシーを保障する母子生活支援施設の実践と可能性 
＜メインシンポジウム＞ 
パーマネンシーを踏まえた家庭養護の推進 
＜講演録画・鼎談＞ 
故・村瀬嘉代子先生を偲んで～社会的養護における子どもの養育を考える～ 
＜基礎セッション＞ 
子どもの意見を聴くとはどういうことか 
What‘s 児家セン！？ 
＜分科会＞ 
家庭支援事業なくしてサポートプランなし～社会起業：家庭支援事業創出のすすめ～ 
子どもの出自を知る権利について考えよう！ 
乳幼児総合支援センター実現への道 
里親養育の質の向上を目指した里親リクルート 
＜特別シンポジウム＞ 
自立支援の新たな風～支援対象の拡大に向けて～ 
＜クロージングシンポジウム＞ 
インクルーシブ保育はどこへ行くのか 
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共同代表・幹事・設立発起人・事務局 

  

共同代表 

潮谷  義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会長、社会福祉法人慈愛園 相談役、 

元熊本県知事）    

柏女  霊峰（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

相澤   仁（山梨県立大学・大分大学 特任教授） 

 

幹事  

相澤  仁（山梨県立大学・大分大学 特任教授） 

新井 淳子（一般社団法人こどもみらい横浜 代表理事、 

横浜市フォスタリング機関さくらみらい 担当理事） 

柏女 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

上鹿渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所長） 

河野 洋子（特定非営利活動法人 chieds代表理事、大分大学 福祉健康科学部 講師） 

北川 聡子（社会福祉法人麦の子会 理事長、日本ファミリーホーム協議会 会長） 

佐藤まゆみ（淑徳大学 総合福祉学部 准教授） 

潮谷 義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会長、社会福祉法人慈愛園 相談役、 

元熊本県知事）    

長田 淳子（二葉乳児院 副施設長・フォスタリングチーム統括責任者） 

都留 和光（二葉乳児院 施設長） 

橋本 達昌（全国児童家庭支援センター協議会 会長、一陽 統括所長） 

藤井 康弘（東京養育家庭の会 参与、元厚生労働省障害保健福祉部長） ※代表幹事 

宮田 俊男（医療法人社団 DEN 理事長、早稲田大学 理工学術院先進理工学研究科 教授） 

ロング朋子（一般社団法人 ベアホープ 代表理事） 
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共同代表・幹事・設立発起人・事務局 

 

 

 

設立発起人 ※設立発起人の肩書は設立当時（2019年 2月当時） 

相澤  仁（大分大学福祉健康科学部 教授）          

猪飼 周平（一橋大学大学院社会学研究科 教授）        

市川  亨（共同通信編集局生活報道部 次長） 

大谷 泰夫（日本保育協会理事長、元厚生労働審議官）       

奥山眞紀子（国立成育医療研究センターこころの診療部 統括部長）   

大日向雅美（恵泉女学園大学 学長）          

影山   秀人（影山法律事務所 弁護士）     

柏女 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 教授）   

上鹿渡和宏（長野大学社会福祉学部 教授） 

唐澤   剛 （元厚生労働省家庭福祉課長、元内閣官房地方創生総括官） 

木下 勝之（日本産婦人科医会 会長） 

榊原 智子（読売新聞東京本社 調査研究本部 主任研究員） 

笹川 陽平（公益財団法人 日本財団 会長）            

潮谷 義子（社会福祉法人 慈愛園 理事長、前熊本県知事）    

澁谷 昌史（関東学院大学社会学部 教授）  

土井 香苗（ヒューマン・ライツ・ウォッチ 日本代表）        

永松  悟（大分県杵築市長）                

西澤  哲（山梨県立大学人間福祉学部 教授）         

西島 善久（公益社団法人 日本社会福祉士会 会長） 

西田 陽光（一般社団法人 次世代社会研究機構 代表理事） 

野澤 和弘（毎日新聞 論説委員）    

林  浩康（日本女子大学人間社会学部 教授） 

板東久美子（日本司法支援センター 理事長）         

福井トシ子（公益社団法人日本看護協会 会長）    

藤井 康弘（元厚生労働省障害保健福祉部長）   

宮島  清（日本社会事業大学専門職大学院 教授）  

宮田 俊男（大阪大学産学共創本部特任 教授、医療法人社団 DEN 理事長） 

村木 厚子（元厚生労働事務次官）    

村瀬嘉代子（一般財団法人 日本心理研修センター 理事長）      

山縣 文治（関西大学人間健康学部 教授） 
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共同代表・幹事・設立発起人・事務局 

 

 

 

山本 詩子（公益社団法人 日本助産師会 会長）           

横倉 義武（公益社団法人 日本医師会 会長）   

横堀 昌子（青山学院女子短期大学子ども学科 教授）      

米山  明（心身障害児総合医療療育センター外来療育部長）   

 

事務局 

一般社団法人共生社会推進プラットフォーム 

理事長 藤井 康弘 

事務局一同 
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開催概要  

 

〇プレセッション： 

2025年 3月 14日 （金）   15:30～20:00 

WEB（Zoomウェビナー） & 事後動画 

〇フォーラム： 

2025年 3月 15日 （土）    9:30～18:20 

2025年 3月 16日 （日）    9:30～16:20  

早稲田大学国際会議場 ＆ WEB（Zoomウェビナー） ＆ 事後動画 

〇レセプション： 

2025年 3月  15日 （土）   18:50～20:50 

大隈ガーデンハウス 

〇主 催：全国家庭養護推進ネットワーク    

〇共 催：早稲田大学総合研究機構社会的養育研究所 

〇助 成：公益財団法人ＳＢＩ子ども希望財団 

〇対 象：家庭養護の推進に興味・関心のある方はどなたでも 

〇参加人数： 

一般参加者：410人 

学割参加者：21名  

プレセッションのみ（無料参加）：95名 

クロージングセッションのみ（無料参加）：115名 
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プログラム 
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プログラム  
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プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレセッション 

2025年 3月 14日（金） 
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プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

  

 

柏女 霊峰 
（共同代表／ 

淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 
 

 

 

 
皆様、本日は第 7 回 FLEC フォーラムプレセッション

にWEB参加いただき、大変ありがとうございます。主催

者である、全国家庭養護推進ネットワークの共同代表の

一人である柏女と申します。今大会は公益財団法人 SBI

子ども希望財団の助成の下、今回も早稲田大学総合研究

機構社会的養育研究所に共催をいただいております。明

日から第 7 回 FLEC フォーラムが本格的に開催されます

が、本日のセッションはそのプレセッションの位置づけ

となっており、全ての方に無料参加いただいています。

私からは、このプレセッション開催にあたってのご挨拶

と、明日からの本フォーラムの趣旨についてご説明申し

上げたいと思います。 

開催案内のチラシにもありますように、わが国の社会

的養護は今大きな転換期を迎えつつあります。令和 5 年

4 月、こども家庭庁が発足し、社会的養護を含めた子ど

も関係の政策がこども家庭庁に一元化されました。また

これから始まる次年度には、見直しされた社会的養育推

進計画が全国で一斉にスタートいたします。その中では、

様々な新たな施策、事業が施行されるとともに、1 つの

大きな政策の流れとして、子どもたちへのパーマネンシ

ー保障が強く打ち出されています。ここで言うパーマネ

ンシー保障は、特別養子縁組等の施策だけではなく、地

域の子どもたち、子育て家庭に対する家族維持支援、家

族再統合のための支援を積極的に行うことを含めた概念

として用いられています。加えて、人材確保とそのため

の財源の問題、これは子ども家庭福祉の最大の課題と言

っても過言ではありません。 

このようなわが国の未来にとって最も重要な政策を、

子どもたちの養育の現場において実際に推進していくた

めには、国の政策や予算、努力だけではなく、様々な関

係者が相互のネットワークを構築、さらには強化しなが

ら、それぞれの現場で関係者が共通認識の下、密接に協

力して、具体的な政策に取り組むことが必要となります。

そしてそのネットワークを障害児施策や子育て支援施策、

母子保健施策、学校教育等にも拡大し、連携と共同を深

めていくこともますます重要性を増してきています。そ

のためには、こうした子ども関係の施策に携わる、志あ

る方々が広く参集し、理念や哲学だけではなく、人材や

予算の確保を含めた実際の政策につなげていくための議

論を、可能な限り本音で率直に行うことができるような

プラットフォームが必要となります。 

FLECフォーラムはこのような基本的認識の下に、全て

の子どもたちに家庭での生活を、Family Life for Every 

Child、頭文字を取ってFLECという思いを込めて、2019

年度から毎年開催してきました。第 7 回目にあたる今年

度のフォーラムでは、パーマネンシーを踏まえた家庭養

護の推進、これをメインシンポのテーマとしています。

パーマネンシーとは何かを明確にしつつ、自治体におけ

る社会的養育推進計画の見直しについて、パーマネンシ

ーの考え方を踏まえた家庭養護推進の方策を盛り込んで

いる計画や取り組みの紹介を予定しています。 

特別講演では、時間の調整も含めてプログラムの変更
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プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

を行わせていただくことといたしました。既に共生社会

推進プラットフォームのホームページ等でご案内させて

いただいております通り、今回特別講演を予定しており

ました、村瀬嘉代子先生が今年 1 月にお亡くなりになり

ましたことをご報告しなければなりません。先生は私ど

も全国家庭養護推進ネットワークの設立発起人の一人で

あり、この国の臨床心理の世界に大きな足跡を残された

だけではなく、社会的養護の子どもたちについて、この

上なく温かいまなざしを向け続けられてきました。その

ご貢献には計り知れないものがあります。全国家庭養護

推進ネットワークの幹事一同、謹んでお悔やみを申し上

げております。このような事情に鑑みまして、誠に申し

訳ありませんでしたが、特別講演につきましてはプログ

ラムを変更させていただき、2022年 1月の第 4回 FLEC

フォーラムで村瀬先生にお願いをしました特別講演の録

画を会場およびWEBにてご覧いただき、改めて先生の肉

声、お人柄に触れていただいた上で、生前の村瀬先生と

親交のあった方々による鼎談企画に変更させていただく

ことにしました。これに伴いまして、その後の各分科会、

レセプションの予定時間もそれぞれ20分繰り下げること

としております。別添の変更後のプログラム案、これを

ご確認いただきご容赦いただきますようお願い申し上げ

ます。 

その後の分科会、特別シンポジウムにおいては、改正

児童福祉法の施行の課題や新方策を検討するほか、今後

の制度改正を見据えたテーマや、これまで深く議論され

てこなかった課題についても先駆的に取り上げ、率直な

議論ができたらと考えております。さらにクロージング

シンポジウムでは、インクルーシブ保育をテーマとし、

その実態、課題、論点等について、海外の状況も踏まえ

て、日本でのあり方を検討する先駆的な議論が行われる

ことを期待しております。 

なお今回の企画でも 2 日目にメインのプログラムに加

えて、参加者の幅広いニーズに応えるための 2 つの基礎

セッションを、本会幹事による並行開催させていただき

ます。さらに社会的養護に深く関わる 2本の映画を FLEC

映画祭と称して、トークセッションも含めて並行上映さ

せていただきます。このネットワークとフォーラムがわ

が国の全ての子どもたちの未来を切り開く一助となるこ

とを切に願っております。 

これから始まるプレセッションには、約 250 名の方が

ご参加です。また FLEC 全体では 420 名以上の方が申し

込みをされていらっしゃいます。プレではこれまで同様

2 セッションとし、改めてこども家庭センターはなぜ必

要か、並びに、パーマネンシーを保障する母子生活支援

施設の実践と可能性。この 2 課題をテーマとして取り上

げることとしました。企画内容の詳細はそれぞれの担当

幹事である佐藤氏ならびに上鹿渡氏から趣旨説明があり

ますので、ぜひご参加いただければと思います。 

プレセッションは今回もWEB参加のみとさせていただ

き、参加費無料で参加できるほか、事後動画の配信もさ

せていただくこととしております。このプレセッション

のみの申し込みの方、現在70名ほどいらっしゃいますが、

この企画にご参加され、有意義なひと時を過ごされた方

は、ぜひ明日からのフォーラムにもご参加いただきます

ようお願いいたします。当日参加も受け付けております

し、その後の申し込みも受け付けておりますので、ぜひ

大勢の方のご参加をお願いいたします。詳しい内容、参

加方法につきましては、共生社会推進プラットフォーム

ホームページをご参照いただきたいと思います。 

それでは、皆様方のご協力により実りある議論になり

ますようお願いをして、私の挨拶ならびに趣旨説明とさ

せていただきます。皆様、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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プレセッション① 
「あらためて、こども家庭センターはなぜ必要か」 
 
基調講演／進行： 

佐藤まゆみ（淑徳大学総合福祉学部 准教授） 

パネリスト： 

 島岡佐喜子（長野県下伊那郡阿智村教育委員会 

こども家庭センター「あちっ子プラザ」センター長） 

 若林 章都（福島県喜多方市保健福祉部社会福祉課地域包括ケア推進室 

子ども家庭総合支援班 主任技査(統括支援員)） 

牧戸 貞 （三重県桑名市 子ども総合センター長） 

 橋本 信也（大阪府豊中市 はぐくみセンター長） 

助言者： 

中板 育美（武蔵野大学看護学部 学部長 教授） 

福井 充 （こども家庭庁支援局虐待防止対策課 調整係長） 
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プレセッション② 
「パーマネンシーを保障する母子生活支援施設の実践と可能性」 
 
 
パネリスト： 
那須 里絵（早稲田大学社会的養育研究所 次席研究員） 

 齋藤 弘美（全国母子生活支援施設協議会 副会長、社会福祉法人大洋社 常務理事） 
 藥師寺順子（大阪府中央子ども家庭センター 所長） 
 
 
コーディネーター： 
上鹿渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所長） 
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